
「土曜アカデミー」展開の意欲を語る茨
城大学医書延の高橋修館長＝水戸市文京

大
学
院
1
年
次

飯
塚
　
大
空

茨
城
大
学
の
男
女
学
生
4

人
が
8
月
下
旬
か
ら
茨
城
新

聞
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
就
業
体
験
）
を
行
っ
た
。

社
内
各
部
門
の
研
修
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
テ
ー

マ
を
選
び
取
材
に
挑
ん
だ
。

学
生
た
ち
が
ま
と
め
た
記
事

を
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す

る。

◇

茨
城
大
学
図
書
館
（
水
戸

市
文
京
、
高
橋
修
館
長
）
が
、

大
学
の
知
を
地
域
の
人
々
共

も
に
味
わ
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
「
土

曜
ア
カ
デ
ミ
ー
」
。
館
内
の

ホ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
、
大

学
教
員
ら
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
な
公
開
講
座
の
ほ
か
、

学
生
や
来
場
者
を
交
え
た
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
お

目
見
え
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
き

れ
ま
で
に
「
古
文
書
寺
子
屋
」

や
「
移
動
博
物
館
」
　
「
茨
城

が
生
ん
だ
地
理
学
者
」
な
ど

計
1
8
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

た
。
会
場
で
は
大
学
教
員
ら

が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
な
り
、

土
曜
ア
カ
デ
ミ
ー

品
中
の
場
面
設
定
の
意
味
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
ュ
年

を
迎
え
る
今
年
1
0
月
か
ら
の

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
1
リ
ー

グ
の
舞
台
裏
を
聞
く
「
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
カ
フ
ェ
」
や
、
5

月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
た
澗
沼
の
魅
力
を
語

る
連
続
講
座
な
ど
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

学
び
の
魅
力
伝
え
l
年

た。
土
曜
ア
カ
デ
ミ
ー
は
昨
年

1
0
月
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に
茨

城
大
学
図
書
館
が
乗
り
だ
し

た
の
は
、
地
域
の
人
と
学
生

が
共
に
学
ぶ
場
を
提
供
す
る

た
め
だ
。

ア
カ
デ
ミ
ー
は
毎
回
異
な

る
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
こ

参
加
者
に
大
学
の
学
問
を
分

か
り
や
す
く
レ
ク
チ
ャ
ー
す

る。
こ
の
う
ち
、
ヘ
ル
マ
ン
・

ヘ
ッ
セ
や
「
宝
島
」
の
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
ら
名
作
・
古

典
の
文
学
作
品
を
読
む
「
ブ

ッ
ク
カ
フ
ェ
」
の
会
場
で
は
、

来
場
の
市
民
と
大
学
生
が
作

高
橋
館
長
は
「
大
学
は
敷

居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
気
軽
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
茨
城
大
の

学
問
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
問
い
合

わ
せ
は
、
同
図
書
館
利
用
支

援
係
℡
0
2
9
（
2
2
8
）

8
0
7
6
へ
。

研
修
を
終
え
て

研
修
を
通
し
て
、
新
聞
の

紙
面
に
載
っ
て
い
る
情
報
の

裏
側
に
あ
る
思
い
や
意
図
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
の
学
生
生
活
、
就

職
活
動
に
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
た
い
。


